
東日本大震災・令和6年能登半島地震等における
令和６年度東京都支援活動報告書

東
日
本
大
震
災
・
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
等
に
お
け
る
令
和
６
年
度
東
京
都
支
援
活
動
報
告
書
　
〜
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
〜
令
和
７
年
３
月 令和７年３月

～復旧・復興に向けて～



はじめに
東日本大震災から14年が経過しました。都は、発災後直ちに、警察・消防職員、医療救護班や

保健師、応急給水のチームをはじめ、人命の救出救助、医療、施設の応急復旧、避難所運営など、
あらゆる業務を担う多くの職員を派遣しました。本格的な復旧・復興に移行した後も、被災地のニー
ズを踏まえつつ、職員を継続して派遣してきました。

被災３県のうち、岩手県・宮城県は、インフラ整備が概ね完了するなど、復興の進展に伴い、派
遣が終了していますが、福島県では、復興・再生が本格化するところであり、住民帰還に向けた
環境整備、風評・風化対策、産業振興など、現在においても９名の職員を派遣しています。

また、令和６年1月に発生した能登半島地震についても、都は、発災直後から、避難所運営や水道・
下水道の応急復旧等に多くの職員を派遣してきました。

特に、道路や河川などのインフラ復旧に向けた、被災地における技術系職員への強いニーズに
対して、都は、現役職員に加えて、豊富な知識・経験を持つ行政経験者や民間経験者を一般任期
付職員として採用・派遣しています。

令和６年度は、石川県、富山県及び輪島市に21名（※）（うち、任期付４名）の職員を派遣しています。

また、令和６年７月の大雨で被害を受けた山形県にも２名（※）の職員を派遣しています。

本書は、この１年間被災地で様々な復興事業に従事した派遣職員の業務の内容や成果に加え、
直面した困難を乗り越えるための苦労や工夫、業務を通じて得られた知識や教訓等多岐にわたり、
示唆に富むものとなっています。

本書を通じ、大規模災害や都の被災地支援の取組について理解を深め、日頃から災害について
考え、備えるきっかけとして御活用いただければ幸いです。

令和７年３月
総務局復興支援対策部

（※）令和６年12月末現在

本報告書は、原則として、派遣職員が被災地支援の業務を通じて直に体験し、考えたことに基づいて作成して
います。
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